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港区立麻布小学校  

令和６年度  授業改善推進プラン 

 

国
語 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・言葉に着目して、正確に

読んだり、聞いたりする

力   

・目的意識をもって、話し

たり書いたりする力  

・正しい字形や筆順で漢

字を書く力  

・内容の中心を捉えながら、聞いた

り、読んだりすることが不十分であ

る。  

・目的や意図に応じて、資料を活

用したり、事実と感想、自分の意見

と区別したりして、自分の考えが伝

わるように表現を工夫することが

苦手である。  

・収集した知識や情報と関連付け

て自分の考えをまとめる力が弱

い。  

・学年相当の片仮名、漢字を読

む、書く、正しい筆順や字形、「と

め・はね・はらい」などを意識して

書くことが苦手である。  

・教科書の範読や、本の読み聞かせなどを聞いた

り、読書する経験を増やす。  

・基本の文型や話型を示し、「始め・中・終わり」を

意識した文を書かせるようにする。  

・説明文や物語文を要約したり、日常的に作文や

日記を書いたりするなど、書く活動に力点をおい

て取り組ませる。  

・相手意識をもたせて字形を整えて書くことを、新

出漢字の指導や書字活動の際に意識させるよう

指導する。  

・定期的に漢字テストを行ったり、文章を書く際に

既習の漢字を用いることを指導したりして、定着

を図る。  

 

社
会 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・資料から地図、統計など

の資料を読み取ったことや

考えたことをまとめる力 

・社会の学習と日常生活と

を結びつけて考える力 

 

・地図の見方や資料の読み取りな

どを苦手とする傾向にあり、それ

らを基に思考する際につまずきが

見られる。 

・学習内容を日常生活に結び付

けて考えることを苦手である。 

 

・学習内容を一人一人が自分の言葉でまとめて、

協働的な学びにつなげる場面を授業内で増や

す。 

・普段の生活の中で、学習内容と関連する場面が

出てきた際には都度声がけをする。 

・教師が、毎時間ごとの主となる資料を厳選し、読

み方を丁寧に教え、資料の読み取り能力を高め

ていくよう指導する。 

 

算
数 

育成を目指す資質・能力 
全国学力・学習状況調査、 

学習評価等の結果に基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・正しく計算、測定、作図 

する力 

・問題場面を図や表などに 

表し、根拠を明確にして立 

式することができる力。そ 

れらを基に、考えたことを 

表現する力 

・問題を的確に捉え、数学 

的に考えて答えを導き出 

・全国学力・学習状況調査より、 

 領域別では「データの活用」、観

点別では「思考・判断・表現」、形

式別では「記述式」の平均正答

率が低い。 

 

・ぐんぐんタイムや宿題を活用して反復練習を行 

い、引き算、かけ算、小数などの基本的な計算力 

の向上を図る。Web ドリルも有効に活用する。 

・グラフから必要な数値を読み取り、条件に当て

はまることを言葉や図などを用いて説明できるよ

うに、思考する時間を設定する。データから割合

の読み取りができるように指導する。 

・自力解決の時間にて、個別指導の時間を十分に

確保し、自力で解決する手立てを示したり協働



そうとする力 

・既習事項を基に、自力解

決する力 

 

的な学びに結び付けたりして、考えを深めたり、

記述式で表現したりすることができるようにす

る。 

・習熟度別のクラスの実態に合わせて、数直線や

図、絵を用いたり、問題文に下線を引いて立式す

るために必要な情報を掲示したりして、視覚的に

自力で考えることができるように、問題提示の仕

方を工夫する。 

 

理
科 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・既習事項や経験を根拠

にしながら学習問題に対

する仮説を立てる力 

・どのような実験をすれば

仮説を立証することができ

るかを進んで考える力 

・様々な事象について追及

する中で、差異点や共通

点を基に、問題を見いだ

す力 

 

・実験結果から考察し、学習課題

に対しての結論を導き出す力に

課題が見られる。 

・学習課題に対する仮説を立てる

時に具体的な根拠を挙げて、既

習内容や生活経験と結び付けて

考える力に課題が見られる。 

 

・単元の導入の際に、前学年までの学習内容や生

活経験を想起させてから、仮説を考える時間を設

ける。 

・どのような実験が必要か手順や必要な道具など

を考える。 

・予想で「自分の考えの根拠」を考えたり、結果か

ら「何が言えるのか」を考察したりする時間を設定

する。 

・本単元で学習したことがこれからの生活でどの

ように生かせるか、生活にどう関係しているかを

考える時間を設ける。 

 

生
活 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・季節に見られる自然のも

のや行事・変化について意

図的・計画的に気付く力。 

・学校、家庭及び地域の生

活を通して、他者と自分と

の関わりに気付き、よりよ

く生活しようとする力。 

・身の回りと自分自身との

関わりについて考え、表現

する力。 

・身の回りの事柄に興味・

関心を持ち、すすんで関わ

ろうとする力。 

・学習したことを実生活に生かそ

うとする活用力がついていない。 

・他者と自分との関わりに気付い

たり、よりよくするための自分の

考えをもったりすることが不十分

である。 

 

・季節の行事や自然の変化に気付けるよう、それ

ぞれの季節ごとにカードにまとめる活動を取り入

れる。 

・実体験の活動を増やす。 

・自分の考えを持ち、表現しやすくするため、タブ

レット末端を活用する。 

 

 

 

 

 

 

 

 



音
楽 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・他者や音楽と関わり合い

ながら互いの表現を高め

合う力 

・既習事項を活用したり、つなが

りを意識したりすることや友達と

主体的に関わり合いながら、音楽

表現を高めたり深めたりいくこと

に課題が見られる。 

・表現（歌唱・器楽）においては、個別指導を行い

技能面の差異が広がらないようにしていくととも

に、子供同士の教え合う活動や音楽表現を工夫

する活動を数多く行う。 

・様々な学習形態で言語活動を多く取り入れる。

（ワークシート、ペア学習、グループ学習等） 

・ICT の利点を生かし、協働的な学びの活発化を

促す。 

・音楽づくりなどで既習事項を活用した表現の工

夫などを行う。 

 

図
工 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・造形的なよさや美しさ、

表したいこと、表し方など

について考えたり、作品に

対する自分の見方や感じ

方を深めたりする力 

・造形活動を通してそれぞれのイ

メージを知ったり、リアルな表現や

整った表現以外の様々なよさや

美しさに価値を見出したりするこ

とに課題がある。 

・製作途中に相互鑑賞の時間を設定し、イメージ

を共有したり、美術館への校外学習でアートに触

れたりする機会をつくり、様々な造形的視点から

のよさや美しさの価値を実感させる。 

 

家
庭 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・日常生活の衣食住につ

いて必要な基礎的な理解

を図り、それに係る技能を

身に付ける。 

・自分の生活と関連付け

て、生活をよりよくするた

めの方法を考える能力を

養う。 

 

・調理や裁縫等の基礎的な技能

が身に付いていない。 

・身に付けた技能や知識を生活や

家庭で生かす機会が少ない。 

・家庭での朝食作りなど、身に付けた力を家庭で

生かせるような課題を設定する。 

・裁縫や調理などの実践を通して、基本的な知識

や技能を身に付けられるように実習を行う。 

・必要に応じて担任と専科の２人体制で授業を行

い、技能を身に付けさせる。 

 

体
育 

育成を目指す資質・能力 新体力テスト、学習評価等に 

基づく課題 
資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・各種の運動が有する特

性や魅力に応じた基本的

な知識、技能を身に付け

る。 

・自己の能力に適した課題

をもち、活動を選び工夫す

る・表現力等を育む。 

・運動の楽しさや喜びを味

わい、明るく楽しい生活を

営むための態度を育む。 

・自分の能力に合う練習方法に取

り組み、技能を高める力が不十分

である。 

・体全体を使った多様な動きの運

動やボールを投げる運動に課題

が見られる。 

・自己を振り返り、次の学習に繋げるために、学習

カードを活用する。 

・身に付けたい技能や能力に応じた練習をするこ

とや自分の体の動きを学習用情報端末で撮影し

振り返りをする時間を設ける。 

・一人一人の運動時間を十分に確保する。 

 



 

国
際 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・聞く、話す（やり取り、発

表）資質・能力 

・英語を使う実践力と、国

際コミュニケーションの基

礎的な力 

・外国の文化と日本の文

化を比較し、それぞれの

特徴を理解した上で尊重

する態度 

・学習した話型や英文を十分に活

用できていない。 

・英語に自信がなく、活動に消極的

になってしまう児童がいる。 

・日本の文化については理解して

いるが、海外の文化についてはあ

まり知らない。 

・体験的な活動やゲームなどのアクティビティを取

り入れ、すすんで学習に取り組むようにする。 

・簡単な語句を聞き取れるように、身の回りの物

を題材として取り扱う。 

・活動内容の中で自然に英単語や簡単な文型の

発話回数を増やしたり、友達と交流したりする時

間を設定して、自信をもたせる。意味が分かるよ

うに、表情や身振り、イラストや写真などを手がか

りになるように指導する。また、Ｗｅｂコンテンツも

活用する。 

・授業の中で、外国の文化を知る機会を増やして

いく。 

 

道
徳 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・道徳的諸価値について 

の理解を基に、自己を見 

つめ、物事を多面的・多角 

的に考え、自己の生き方に 

ついて考えを深め、道徳 

的な判断力、実践意欲等 

の資質・能力を育成する。 

・ねらいに迫っていることが分か 

るような発言や自己の振り返りが 

できていない。 

・多面的、多角的な見方ができる 

児童が少ない。 

・道徳的価値についての理解を深めるために、 

教材理解の時間を設け、ねらいが達成できるよ 

う学習課題（導入や教材提示の工夫、発問の 

精選）について考えさせる。 

・多面的・多角的に考えられるように話合い活 

動を取り入れていく。 

・自己を見つめる時間を設けることで、自己の 

生き方について考えを深められるようにする。 

自分の考えが思い浮かばない児童について 

は、生活場面を思い出させるような声かけをす 

る。 

 

特
別
活
動 

育成を目指す資質・能力 学級活動、学校行事等の課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・すすんでクラスのため

に、学級での話し合いや係

活動、当番活動に参加す

る態度 

・様々な集団活動に自主

的、実践的に取り組み、集

団や社会における生活及

び人間関係をよりよくしよ

うとする態度 

・他者との合意形成の場面におい

て課題のある児童がいる。 

・クラスのために主体的に活動を

するという意識が低く、自分の楽

しさを係活動においても優先して

しまう児童が多い。 

・課題について話し合えるが、そ

れを実践する力が乏しい。 

・学級会を定期的に行い、根拠に基づいて意見を

述べるように指導する。その際、児童の発言を肯

定的に認めるようにする。また、学級会の記録を

児童が見られるようにする。 

・クラスの実態や状況に応じた話合いを行い、「ク

ラスをよりよくしていくためにできること」を考える

時間を設定する。係や当番活動では、活動に意義

について確認し、自分たちの活動がどのようにク

ラスのためになっているかを確認する時間を設け

る。また活動の振り返りを行う時間を意図的に設

けることで継続的に活動に取り組めるようにして

いく。 

 

 



総
合
的
な
学
習
の
時
間 

育成を目指す資質・能力 学習評価等に基づく課題 資質・能力を育む指導方法・指導体制の工夫 

・自ら課題を見つけ、情報

収集をし、集めた情報を整

理したり分析したりして、

まとめられる資質・能力 

・学習課題を自分事としてとらえ

る意識が薄く、すすんで課題解決

に取り組むことが難しい。 

・学習課題について、どんな方法

で調べたらよいかが分からず、見

通しをもって活動することが難し

い。 

・インターネット上の情報を丸ごと

引用してしまうなど、情報モラル

が十分に身についていない。 

・情報を正確に読み取る力が乏し

い。 

・課題設定の前に、情報を十分に与えて自分事と

して考えさせて、課題の「問い」を吟味し、課題解

決への意欲に結びつける。 

・互いに教え合ったり、情報共有をしたり、異学年

間で発表し合ったりするなど、協働的な学びの場

を設ける。 

・総合的な学習の時間や道徳などで、情報モラル

教育を行い、インターネット上の情報の扱い方を

学ばせる。 

 

 

 


